
 
春陽の候、新年度が始まりました。皆さまにおきましても、益々の
ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症の３回目のワクチン接種も始まり、希
望するすべての方が安全に接種を受けることが出来るよう、対応頂
いている、行政はじめ関係者の皆さまに心から感謝いたします。 
議会においては、令和４年度予算が決定致しました。ウィズコロ
ナ、アフターコロナを見据え、未来への投資を積極的に行い、持続
的に発展する豊田市に向け、各事業が展開されます。裏面以降、主
な事業を記載させて頂きましたので、ご一読頂ければ幸いです。 

 

 
    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・県議員との連携した活動 

豊田市生駒町横山交差点での街頭活動 

街頭活動にご一緒させて頂きました。 

はまぐち誠さんをよろしくお願いします！ 

はまぐち公式サイト 

参議院議員 （比例代表） 

さん活動紹介 

参議院比例区とは・・・。 
◆特定の選挙区でなく、全国

区で候補者を選ぶ選挙方法。 

はまぐち参議院議員より国政報告 私から市議会報告と皆様へ日頃のお礼 

働く者の代表として、現在の問題

将来に向けた課題について！ 

質問テーマ  
１．成長分野への投資 

２.自賠責保険の繰戻し 

３.自動車整備士不足の問題 

4.ガソリン価格の引き下げ 

国会で岸田総理に質問 

提言を踏まえ岸田総理より前向きな答弁 

「ひあて浩介 地域活動報告会」 
の開催に、古本前代議士、浜口誠

参議院議員、樹神愛知県議にお越

し頂き、地域の皆さまと貴重な意

見交換を致しました。 

今後も、国・県議員と連携し、皆

さまのご意見に耳を傾け、地域の

課題解決に取り組んでいきます。 

mailto:Kou.hiate@to.at-takaoka.co.jp


 

 

 
 

【予算編成の方針】 

令和４年度は、「新型コロナウイルス感染症対策」の確実な実施、「第８次総合計画 後期実践計画」

の着実な推進を柱に、①くらしと経済の再構築。 ②カーボンニュートラル。 ③デジタル化。 ④都市

と山村の共生。 の４つを基本的な考えとして予算編成が行われました。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の財政見通し】 

新型コロナウイルス感染症や地球環境問題に端を発する脱炭素への対応など、生活環境や社会情勢

の不安定化により先行きは不透明。この影響に加え、法人市民税の一部国税化による恒久的な減収、

社会保障費の増加など、厳しい財政状況が続くことになります。 

更なる歳入の確保と、財源を効果的かつ効率的に市民サービスの充実に還元できるよう、財務体質の

強化に取り組み、「将来に向けたまちづくりの推進」と「健全財政の維持」の両立を図っていく。 
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【予算の概要】 

一般会計当初予算の総額は 1,801 億円（表①）、対前年度+3億円 0.2％の増。歳入の特徴は、３年ぶりに市

税が 1,102 億円《対前年比+167億円》。 歳出の特徴は、民生費 636億円（表②）《対前年比 35億円増加》。 

歳出

　高齢者や障がいのある人、子育てなどを

　支えるためのお金

土木費 　道路や公園などを整備するためのお金

　学校整備やスポーツ・文化などを盛んに

　するためのお金

総務費 　地域振興や庁舎管理、選挙などのお金

衛生費 　病気の予防、ごみ処理・環境保全等のお金

公債費 　借入金（市債）を返すためのお金

その他 　消防費や商工費、農林水産業費

民生費

教育費

（市が使うお金）

市税 
民生費 民生費 民生費 

市税 市税 

3 月定例議会 豊田市一般会計報告 

（表①） （表②） 
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主な市税 

※義務的経費の増加は、柔軟な財政運営を難しくします。 

歳入

市税 　市民の皆さん、企業が納めるお金

国庫支出金 　国や県から入るお金で、使い道が決め

県支出金 　られているお金

地方交付税 　使い道が自由な国から入るお金

地方消費税 　地方消費税のうち県から配分されるお金

交付金 （子ども医療費補助・こども園運営等）

市債 　国や銀行などから借りたお金

その他 　使用料や手数料など

（市に入ってくるお金）

R４年度 R３年度 増 減

個人市民税 305 308 ▲3

法人市民税 218 76 +142

固定資産税 423 400 +23

※法人市民税：企業業績・為替相場の影響等で増加

市税の比較（単位：億円）



  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 新型コロナウイルス感染症対策の徹底 】 
 

感染症対策の徹底 

①ワクチン接種、PCR検査等の実施 

②在宅療養者への配食サービス 

③こども園・学校等における感染症の徹底 

④高齢者施設・障がい者施設等の集中的 

検査体制の確保 

⑤感染症対策を踏まえた避難所運営 

体制確保 

山村における買い物環境の向上 

配達サービス、買い物代行サービス、移動販売等に係

る経費の補助制度を新設。 

（仮）公共施設の脱炭素化に向けた調査 

カーボンニュートラルに向け、公共施設の太陽光発電

システムの導入可能性の調査、導入手法の検討。 

2022 年の主な重点施策 

  中小企業のカーボンニュートラル促進 

再生可能エネルギー創出等の設備導入経費支援 

経営者向け講座や新たな相談窓口の設置。 

消防団員の処遇を改善 

非常勤消防団員の出動・訓練その他の活動実態に応

じた処遇改善を図る。（自家用車使用 300円/回） 

◎必要に応じ準中型自動車免許の取得費補助も行う。 
 

 現状 改正後 

災害出動 2,000円～ 

7,000円/回 

2,000円～ 

8,000円/回 警戒出動 

訓練等出勤 支給なし 3,000円/回 

※各団での訓練等は含まれません。 

     子育て施設、学習環境の ICT 活用 

利用者・支援員の負担軽減のため、給食費のキャッシュ

レスや学力向上に向けたデジタルドリル教材を導入。 

 

中小企業のデジタル化の支援 

デジタル機器等の導入支援。「DX※１推進プラットフォ

ーム」を構築し、参画企業の支援を拡充。 

ラリーを生かしたまちづくり 

山村地域・自動車産業の振興・交通安全の推進。 

※R４は世界ラリー選手権、トヨタＧａｚｏｏRCなど予定。 

スマート窓口の構築 

市民の利便性と事務処理の効率化、転入出のデジタル

技術を活用した（仮称）窓口支援システムを構築。 
 

 

 

 

 

 

 

新規 

拡充 

新規 

新規 

社会経済活動の活性化 

①飲食事業者支援・宿泊事業者支援 

・消費喚起事業 

②新しい生活様式に対応する 

店舗への支援 

③官民連携介護予防 

「ずっと元気プロジェクト」事業 

④介護サービス事業所等への支援 

※DX：デジタル・トランス・フォーメーション 

（デジタルで生活をよりよくする。） ※カーボンニュートラル：炭素の排出と吸収の合計をゼロにする。 

新規 

拡充 

拡充 

新規 



 

 

次年度予算に会派の政策要望が多く反映されました。今後も、皆さまの声を具現化し政策に反映でき

るよう取り組んで参ります。 （全３４項目を要望）          ※３Pに要望が反映された施策に印を付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今春、豊田市駅西口 T―FACE・A館（松坂屋跡）がリニューアルオープンします。まちの賑わい創出に

向けた拠点への転換をめざし 「店舗揃え」 「環境の整備」 「新たな付加価値」 の３つの新しい魅力を追

加します。                                     （東海初、三河初の店舗も多く入居します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度に向けた政策要望の回答 

◆主な要望内容と回答を掲載 （P3に一部掲載） 
 

①カラー舗装化による安全な道路の整備 

➪交差点のカラー舗装化など安全対策を実施。 
 

②多様な交通サービスの効果的なインフラの充実 

➪地域特性に合った移動手段の導入、新技術の活用。 
 

③中央図書館の利便性を高める電子書籍の導入 

➪諸条件の整理を行い電子書籍サービスを導入。 
 

④中小企業の産業構造変革への対応支援 

➪次世代産業の地域産業化支援と実証実験の実施。 
 

⑤感染症に備え迅速に対応できる協力支援体制 

➪ワクチン接種のノウハウ、支援体制を今後に活用。 
 

⑥脱炭素社会に向け充電・充填施設の効果的整備 

➪利便性向上の視点を踏まえ、充電施設を整備。 
 

⑦自動運転の実用化に向けたフィールドの拡大 

➪実用化に必要な制度、インフラなどの検討。 
 

⑧持続可能な子ども食堂への支援 

➪直接、寄付できる体制の構築、基金創設の検討。 

 

 

 

 

 

 

 

商業施設リニューアルのお知らせ 

各フロアの店舗 
 

６F とよた未来を育むラボ 
MARUZENN、RIC、TOKYOU 

オガワグランドロッジ 

５F ホームセンターDIY 
ホームセンターコーナン（都市型） 

４F 大型専門店フロア 
ニトリデコホーム、coca、GU 

３F 大人のライフスタイル 
レリアン、fitfit、フクスケコラージュ 

N＋、ドゥクラッセ、デッサン 

２F 上質な立ち寄りフロア 
スターバックスコーヒー・三越豊田 

１F とよたフードマルシェ 
成城石井、ドンク、グリーングルメ 

カネ井青果、肉のスギモト、魚錠、他 
６F Book＆CAFE ２F 上質な立ち寄りフロア 

豊田市産材を活用し空間魅力を UP １F イートインスペース 

太田市長から回答書を受け取りました。 

要望書の回答に対する説明を受けました。 

政策要望 


